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研究テーマ（発表タイトル） 

農業から脳業へ～スマート農業が起こす奇跡～ 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

近年、増加傾向にある外国人観光客が興味を示すものの一つとして和食が挙げられます。しかし、その和食を支えている日本

の農業の現状は、農業就業人口の高齢化や農業の労働力不足など様々な問題を抱えています。現在は輸入により食糧を賄

えていますが、世界的な人口増加により輸入が止まり、深刻な食糧難に陥る可能性があります。このように様々な問題を抱え輸

入に頼っている農業には衰退の兆しが見られます。また、農業は環境とも密接に関わっており、農業は生物多様性保全機能、大

気調整機能、水源涵養機能、土砂災害防止機能などを持っています。これらの多面的機能は私たちの生活に様々な「めぐみ」

をもたらしてくれます。つまり、農業が衰退してしまうと私たちの生活に悪影響を及ぼします。このように環境にも大きな影響を与え、

衰退しつつある農業を変えるためには新規農家を増やす必要があると考えました。そこで私たちが注目したのはスマート農業です。

スマート農業とは従来の農業に AI・ICT を取り入れ、省力化・高品質・大量生産を実現する新たな農業のことです。スマート農

業のメリットとして、利益 UP ・3K 労働からの解放・情報伝達の簡易化が挙げられ、私たちはスマート農業を普及させるべきであ

ると考えました。そこで、実際にスマート農業が 80％普及している北海道士幌町に一週間の現地調査に行きました。現地の

方々にお話をお伺いする中で、２つの課題があることに気づきました。１つ目の課題として農地不足問題があり、この問題は平成

28 年度税制改正大綱によって解決の見込みがあります。２つ目の課題は農地の集積化が進んだとしても、新規農家を増加さ

せるインセンティブがないことです。そこで、私たちは熟練農家のノウハウ・技術をデータ化し、新規農家が熟練農家の農作業を再

現するためのマニュアル化を普及させるシステムを考えました。今回の研究では、このシステムによってスマート農業を普及させ、新

規農家の増加、農業の活性化、環境問題の解決につなげます。 

 

２． 研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

農業就業人口の平均年齢は年々増加傾向にあり、平成 30 年には 66.8 歳と高い水準になっています。平均年齢の上昇

は、労働量の低下につながっていると考えられています。加えて、農業就業人口においても平成 22 年と 31 年を比較すると、約

4 割も減少しており深刻な労働力不足に直面しています。現在、食糧の約 6 割を輸入に頼っており食糧不足に悩まされることは

少ないですが、世界的な人口増加に伴い、日本も食糧を自国で賄う力を身に付けておく必要があります。このような問題を抱え

ている農業は衰退の兆しが見られます。これらを踏まえ、農業の現状を解決する方法の１つとしてスマート農業が注目されて 



います。私たちはスマート農業を普及させ、新規農家を増やすことで農業を活性化させることが重要だと考えました。 

農業就業人口の平均年齢の推移                農業就業人口の推移 

 

 

３．研究テーマの課題 

私たちが考える課題として初期費用、農地不足、熟練農家の技術継承の三つが挙げられます。初期費用については 500 種

類以上の補助金が存在し、農協に加入している農家は低金利で融資を受けることができるので負担を減らすことができます。農

地不足に関しては政府が出した平成 28 年度税制改正大綱により農地が集約され、解決の見込みがあります。しかし、農地を

集めたとしてスマート農業は普及するのか？という疑問を北海道士幌町の農家さんや JA 士幌の課長さんに尋ねてみると、スマー

ト農業の普及は農地不足だけではなく、熟練農家の技術継承が必要だと仰っていました。それを受け、今後本州でスマート農業

を普及させるためには、引退していく熟練農家のノウハウや技術を新規農家に継承していくためのマニュアル化が必要だと考えまし

た。ですが私たちは、熟練農家が長年培ってきたノウハウや技術を見ず知らずの人に簡単に教えてくれるのか？という新たな疑問

が浮かびました。そこでマニュアル化を普及させるシステム作ることこそが現在の農業の課題であると考えました。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

私たちは新たなビジネスモデルとして、ノウハウ売買システムを考えました。このシステムの仕組みとしては熟練農家と新規農家、

そしてその二つを結びつける農協があります。まず、農協が熟練農家のノウハウを受け取り、マニュアル化したデータを新規農家に、

新規農家は売上額の一部を農協に、農協はその一部を熟練農家に還元するといった流れになっています。このシステムによって、

熟練農家は自分の経験がお金になり、農協は加入者の増加や仲介料の獲得、新規農家は熟練農家のノウハウを使い、収入

UP や高品質な生産が可能になります。また、このシステムは熟練農家の気持ちにも深く寄り添っています。後継ぎがいない熟練

農家の長年培ってきたノウハウや技術が引き継がれないことは惜しく、見ず知らずの人に引き継ぐことにも抵抗があります。そこで熟

練農家と新規農家の信頼関係を農協が仲介することで、安心してノウハウを引き継いでもらうことができます。熟練農家の想いを

受け継ぎながら、新規農家の中でノウハウはこれからも生き続けます。 

  

 



５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

私たちはスマート農業が最も普及している北海道の士幌町へ 1 週間現地調査に行き、実際に様々な農作業を体験しました。

体験内容としては枝豆・シーベリーの収穫、じゃがいもの収穫・選別などです。じゃがいもの収穫・選別では手作業での収穫とスマ

ート農機を活用しての収穫を行い、手作業の大変さとスマート農業の効率の良さを実際に体験し、今後よりスマート農業が必要

になると身をもって感じました。 

またスマート農業を実際に行っている農家さんや士幌町のスマート農業の第一人者である JA の課長さんにお話を伺いました。

スマート農業について私たちがインターネットや本を使って勉強した内容と現地の人の声ではスマート農業の捉え方が異なっていま

した。この経験がスマート農業について一から考え直すきっかけとなり、より明確で現実的なスマート農業の定義と、農業の課題の

解決策を導き出すことができました。 

 

６．結果や今後の取り組み 

北海道士幌町での現地調査を通じて、多くの農家さんや JA の職員さんと交流を深めることができました。今後も継続して交

流し、来年も士幌町を訪問しようと考えています。そこで、1 年後のスマート農業はどのように発展しているのかを実際に視察し、

政府の平成 28 年度税制改正大綱の効果を見つつ、今後の農業の活性化のために何ができるかを考え続けます。私たちは、こ

れまで人間が行ってきたやりがいがなく単調な農作業を機械が代替し、収入に直結する重要な作業を人間が行うというスマート

農業を目指します。 
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